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謹
ん
で
赤
井
畑
町
長
さ
ん
の
御
逝
去
を
悼
む

国
見
町
公
民
館
長
　
佐
　
藤
　
善
次
郎

昭
和
四
十
三
年
十
月
十
八
日
午

後
八
時
十
分
、
わ
が
赤
井
畑
町
長

さ
ん
は
、
お
ご
る
錦
繍
の
秋
に
そ

む
い
て
、
盍
え
ん
と
し
て
長
逝
せ

ら
れ
た
。
私
は
今
頃
追
悼
の
一
文

を
草
し

ょ
う
と
は
夢
に
も
思
っ
て

い
な
か
っ
た
し
、
ま
た
通
り
一
辺

の
追
悼
文
を
書
く
に
は
あ
ま
り
に

も
身
近
か
な
人
で
あ
る
。

昭
和
三
十
五
年
、
推
さ
れ
て
国

見
町
の
二
代
目
の
町
長
の
職
に
つ

か
れ
て
か
ら
三
期
、
九
か
年
間
、

全
く
文
字
通
り
寝
食
を
忘
れ
て
町

政
一
筋
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
そ
の

偉
大
な
る
業
績
は
、
今
更
事
あ
ら

た
め
て
書
く
必
要
は
な
か
ろ
う
。

強
い
て
言
え
ば
、
そ
の
町
づ
く
り

の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
氏

は
「
く
に
み
」

二
十
九
号
（
昭
和

三
十
五
年
二
月
十
五
日
号
）
に
町

長
就
任
の
挨
拶

の
一
文
を
載
せ
ら

れ
て
「
私
は
常
に
明
る
い
町
を
作

る
た
め
に
は
：
和
：

の
精
神
を
根

本
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
を
持
論
と
し
て
い
ま
す
」

と
い
っ
て
い
ら
れ
る
。
「
和
」
は

聖
徳
太
子
十
七
条
憲
法
の
基
幹
を

な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
現
代

社
会
生
活
に
も
最
も
重
要
な
こ
と

が
ら
で
、
こ
れ
な
く
し
て
は
民
主

社
会
は
成
立

し
な
い
と
信

じ
て
い
る
。

氏
の
こ
の
考

え
方
が
町
政

の
上
に
も
表

現
せ
ら
れ
、

関
係
機
関
は

も
と
よ
り
、

町
民
の
す
べ

て

が
町
政
発

展
の

た
め
に
和
衷
協
力
の
体
勢
が

っ
く
り
得
た
ゆ
え
ん
で
あ
り
、
全

だ
今
年
二
月
三
期
目
の
町
長
選
埀

に
は
、
無
競
争
と
い
う
ヶ
Ｉ
ス
か

つ
く
る
ま
で
の
町
民
の
信
頼
を
が

ち
得
た
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
と
解
し

て
よ
か
ろ
う
。

十
月
中
旬
、
病
あ
ら
た
ま
り
、

刻
々
死
期
を
報
ず
る
に
至
っ
て
も

な
お
私
事
を
囗
に
せ
ず
、
語

る
も

の
は
す
べ
て
、
町
の
こ
と
が
ら
で

あ
っ
た
と
か
く
。
町
政
の
た
め
に

一
身
を
捧
げ
た
と
い
う
よ
り
も
身

体
を
は
っ
て
町
政
発
展
に
尽
し
か

氏

の
崇
高
な
る
精
神
に
は
、
た
だ

た
だ
頭
の
下

が
る
の
を
お
ぼ
え
る

こ

の
一
事
を
親
友
を
代
表
し
て
弔

詞
を
捧
呈

し
た
武
見
弥
八
郎
氏
は

霊
前
に
涙

と
共
に

：
馬
鹿
野
郎
’゚

と
叫
ん
で

お
ら
れ
る
、
ま
こ
と
に

男
涙
の
叫

び
で
あ
る
。
嗚
呼
。

氏
は
農
蚕
業
並
に
商
工
業
施
笛

に
真
剣
に
取
り
く
ま
れ
た
一
面
、

文
教
厚
生
施
策
に
は
特
に
意
を
用

い
ら
れ
た
。
小
中
学
校
の
施
設
の

拡
充
に
力
を
そ
そ

が
れ
、
そ
の
成

果
は
ま
こ
と
に
隕
を
見
張
る
も
の

が
あ
っ
た
。
最
近
は
社
会
教
育
の

面
に
関
心
を
持
た
れ
、
町
づ
く
り

は
先
づ
人
づ
く
り
か
ら
と
の
観
点

に
立
っ
て
、
先
づ
社
会
教
育
の
セ

ン
タ
ー
で

あ
る
公
民
館
を
建
設
す

べ
く
、
景
勝
の
地
観
月
台
上
に
地

を
相
さ
れ
、
そ
の
敷
地
購
入
の
話

も
決
ま
り
、
い
よ
い
よ
建
造
物
を

考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
段
階
に
至
っ
て

の
逝
去
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
社
会

教
育
に
関

係
す
る
も
の
に
と
っ
て

は
、
ま
こ

と
に
限
り
な
い
痛
恨
事

で
あ
る
。
又
厚
生
関
係
に
お
い
て

は
、
只
今
建
築
中
の
町
境
中
沢
の

地
に
五
層
の
新
厚
生
院
病
の
偉
容

を
見
れ
ば
多
言
を
要
し
な
い
で
あ

ろ
う
。
日
な
ら
ず
こ
れ
ら
の
施
設

の
完
成
を
見
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ

の
完
成
を
誰
よ
り
も
喜
ん
だ
で
あ

ろ
う
町
長
さ
ん
の
、
あ
の
特
有
の

笑
顔
を
ふ
た
た
び
見
る
こ
と
を
不

可
能
に
し
た
神
の
摂
理
を
恨
ま
ず

に
は
お
ら
れ
な
い
。
御
遺
族
の
御

心
中
は
こ
こ
に
書
く
に
忍
び
な
い

い
か
に
医
術
の
粋
を
尽
く
し
、
看

護
に
遺
憾
が
な
か
っ
た
と
は
い
え

心
残
り
は
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
が
肉
身
の
情
で
あ
ろ
う
。
ひ
た

す
ら
御
冥
福
を
祈
る
の
み
で
あ
る

合
　

掌

国
見
町
長
選
挙
並
び
に
国
見
町
議
会
議
０

補
欠
選
挙
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

国
見
町
長
赤
井
畑
直
鵆
殿
死

亡
に
伴
う
国
見
町
長
選
挙
並
び

に
公
職
選
挙
法
第
百
十
三
条
第

三
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
国

見
町
議
会
議
員
の
補
欠
選

挙
（

十
一
月
四
目
現
在
欠
員
一
名
）

の
投
票
日
は
十

。一
月
二
十

じ
日

（
水
躍
日
）
に
決
定
し
か
し
ま

し
た
。

こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
町

国
見
町
政
執
行
者
た
る
町
長
と

町
最
高
の
議
決
機
関
で
あ
る
町

議
会
議
員
を
選
ぶ
重
要
な
選
挙

で
す
の
で
、
候
補
者
の
政
見
を

よ
く
昆
た
り
、
よ
く
聴
い
て
私

達
に
与
え
ら
れ
た
参
政
権
を
正

し
く
、
む
だ
な
く
行
使
い
た
し

ま
し

ょ
う
。

正
し
い
選
挙
で
明

る
い
政
治

公
明
選
挙
を
実
現
い
た
し
ま

し

ょ
う
。

国

咾
町
明
る
く
正
し
い
選
挙

推
進
協
議
会
で
は

、
候
補
者

の
方
に
白

バ
ラ
の
記
章
を
贈

り
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
実

現
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

国
見
町
選
挙
管
理
委
員
会

議 会 だ よ り
（
一
）
人
事

問

題
で

臨
時

議
会

（
第

七
回

）

十
月
十
七
日
告
示
、

二

十
一
日
招
集
で
行
わ
れ
町

長
最
後
の
人
事
と
し
て
次

の
三
件
が
提
案
、
原
案
ど

お
り
議
決
さ
れ
た
。

一

、
国
見
町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

九
月
三
十
日
任
期
満

了
の
大
字
石
母
田
字
樋

口
の
高
木
幸
作
氏
（
六

十
八
才
）
が
再
選
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

一

、
国
見
町
山
長
育
英
財
産
管
理

委
員
委
嘱
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
。

九
月
三
册
日
任
期
満
了
の
第

一
号
委
員
、
第
三
号
委
員
、
第

四
号
委
員
を
次
の
と
お
り
委
嘱

し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
号
委
員
（
国
見
町
教
育
委

員
か
ら
選
任
す
る
も
。の
）

武
見
弥
八
郎

岩
谷
唯
近

第
三
号
委
員
（
国
見
町
立
小
中

学
校
か
ら
選
任
す
る
も
の
）

高
橋
研
二
（
県
北
中
校
長
）

田
村
　

操
（
藤
田
小
校
長
）

第
四
号
委
員
（
学
識
経
験
者
か

ら
選
任
す
る
も
の
）

佐
藤
善
次
郎
（
小
坂
）

斎
藤
　
長
一
　（
石
毋
田
）

松
田
　
次
郎
（
貝
田
）

一

、
国
見
町
教
育
委
員
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
。本

年
十
一
月
二
十
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
に
な
る
現
教
育
長

岩
谷
唯
近
氏
が
再
び
教
育
委
員

と
し
て
再
選
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

④
第
八
回
臨
時
議
会

十
一
月
五
日
招
集
、
昭
和
四
十

三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
と
助

役
の
町
長
選
出
馬
の
た
め
退
職
願

出
等
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
窗

決
承
認
さ
れ
た
。
補
正
予
算
の
内

容
は
次
の
と
お
り
。

故
赤
井
畑
町
長
町
葬
費

三
九
五
千
円

町
長
選
挙
費
用
　
ニ

ー
五
千
円

町
道
板
橋
・
貝
田
舗
装
工
事
追

加
費
用
　
　
　
　

九
三
〇
千
円

以
　

上

モ

ジ

モ

ジ
…

…

…

役
場
へ
の
電
話
連
絡
に
つ
い
て

役
場
の
各
課
各
碼
で
屐
扱
っ
て

い
る
事
務
は
大
体
下
記
の
と
お
り

で
す
。
電
話
で
御
連
絡
の
と
き
は

次
の
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

つ

公
社
線
電
話
ご
利
用
の
方

役
場
に
庁
内
交
換
器
が
あ
り
ま

す
の
で
、
九
番
、
七
五
番
、
一

三
六
番
、
一
三
九
番
ど
れ
を
呼

ん
で
も
役
場
の
受
付
係
が
で
ま

す
。
そ
こ
で
「
○
○
課
の
△
△

係
又
は
氏
名
」
を
呼
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
と
係
が
出
ま
す
の
で

、
そ
れ
か
ら
用
件
を
話
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
夜
間
又
は
日

曜
休
日
は
「
元

番
」
を
呼
び
出

し
て
く
だ
さ
い
。

言
有
線
放
送
電
話
ご
利
用
の
方

各
課
に
電
話
器
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
そ
の
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
し

「
○
○
係
又

は
氏
名
」
を
言
っ

て
呼
び
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

と
係
が
出
ま
す
か
ら
そ
れ
か
ら

用
件
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
夜
間
又
は
日
曜
、
休
囗

は
四
一
五
四
番
（
総
務
課
）
を

呼
び
出
し
て
く
だ
さ
い
。

－
国

見
町

役

場
）

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
九
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
敬
称
略
す
）

死
亡
日
　
氏
　
　
　

名
　

年
令
　
　

住
　
　
　

所

1
0、２
　

鈴
木
　

す
ゑ
　
　

七
五
　
藤
田
　
堤
下
十
六

ク

４
　

佐
久
間
か
ね
　
　

五
三
　
藤
田
　
日
渡
四
、
七

タ
　ロ
Ｊ
　
菊
地
　
（

ル
　
　

七
二
　
塚
野
目
正
法
寺
五
十
二

々

６
　

大
波
吉
兵
衛
　
　

七
七
　
徳
江
　

熊
野
二
十
七

夕
1
0
　
本
田
　

ミ
ヱ
　
　

七
五
　
内
谷
　
西
堂
三
十
九

ク
1
6
　
佐
藤
桂
之
助
　
　

七
二
　
小
坂
　

上
前
田
十
五
の
一

々
1
8
　
赤
井
畑
直
鵆
　
　

六
〇
　

山
崎
　
太
子
堂
三

々
2
8
　
阿
曽
　

ワ
サ
　
　

六
六
　
藤
田
　
太
子
堂
十
五

ク
3
0
　
瀬
戸
安
一
郎
　
　

八
二
　
鳥
取
　

ヨ
シ
原
一

総
　
　

務
　
　

課

（
有

放
四

一

五
四
’）

住
　
　

民
　
　

踝

（
有

放

四

一

六

匸

税
　
　

務
　
　

課

（
有

放

四

▽
回

二
）

産
　
　

桀
　
　

課

（
有

放

四

二
（

四
）

建
　
　

設
　
　

踝

（
有

放

四

▽

バ
ーこ

水
　
　

道
　
　

課

（
有

放

四

コ
（

二
）

会
　
　

計
　
　

室

（
有

放

四

一
五

三
）

議

会

事

務

局

（
有

放

四

一
五

二
）

教

育

委

員

会

（

有

放
四

一

毫

匸

漁
　

務
　

係

財
　

政
　

係

文
　

書
　

係

圸
　

理
　

係

院
　

民
　

係

福
　

祉
　

係

保
　

隨
　

係

賦
　

課
　

係

徴
　

収
　

係

産
　

業
　

係

農
　

圸
　

禪

建
　

設
　

係
（

水
　

道
　

係
・

川
　

納
　

係
（

学

校
教
育
係

社

会
教
育
係

人
事
、
行
政
、
選
挙
、
統
計
、
消
防

公
害
、
交
通
安
全
対
策
に
関
す
る
こ
と

予
算
、
交
け
税
、
財
産

契
約

、
町
債

浄
書
、
編
さ
ん
、
保
存

町
有
土
地
の
登
記
、
登
録

高
速
道
路
建
設
対
策
に
関
す
る
こ
と

戸
籍
、
住
民
登
録
、
印
か
ん
、
諳
証
明
、
配
給

自
衛
隊
、
原
付
自
転
車
等
の
標
識
交
付

社
会
福
祉
（
民
生
、
保
育
所
、
母
子
寮
に
関
す
る
こ

と
）

国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と

国
民
健
康
保
険
、
環
境
衛
生
、
狂
犬
病
予
病

伝
染
病
予
防

、
姙
産
婦
及
び
乳
幼
児
の
保
健
に
関
す

る
こ

と

諳
税
賦
課
、
固
定
資
産
評
価

諳
税
徴
収
、
納
税
貯
蓄
組
合
に
関
す
る
こ
と

農
業
、
林
業

、
畜
産

商
工
、
財
産
区

農
業
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
、
農
地
調
整

自
作
農
維
持
創
設

一
般
土
木
、
農
業
土
木
、
林
業
土
木

建
築
、
都
市
計
画

水
道
事
業
に
関
す
る
こ
と

現
金
出
納
（
町
税
収
納
、
水
道
料
収
納
）
決
算

物
品
出
納
及

び
保
管

議
会
に
関
す
る
こ
と
（
監
査
事
務
兼
務
）

学
校
教
育
に
関
す
る
こ
と

社
会
教
育
、
公
民
館
に
関
す
る
こ

と

（
ｔ
）
　
事

故

で
泣

く
よ

り
　

笑
顔

で

用

心
　
　
（

こ
ろ

ば
ぬ
先

の
杖
　

火

の
用

心
　

安
全

交

通
）

く
に
み



弓
ノ

こ築を来未Ｌ
Ｖ

る明庭家に
い

のた
棄
て
よ
う
／・
健
康
へ
の
過
信

ど
ん
な
に
交
通
事
故

の
き
よ
う
威
か
増
し
て

も
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
数

は
い
っ
こ
う
減
り
ま
せ

ん
。
喫
煙
が
肺

ガ
ン
と

関
係
か
お
り
そ
う
だ
と

い
わ
れ
て
も
、

タ
バ
コ

の
売
上
げ
は
伸

び
て
い

ま
す
こ
の
よ
う
に
わ
れ

わ
れ
の
健
康
生
活
に
警

鐘
が
発
せ
ら
れ
て
も
、

自
分
だ
け
は
死
な
な
い

か
か
ら
な
い
と
の
過
信

か
ら
抜
け
だ
す
こ
と
が

で
き
な
い
の
が
、
現
代

人
の
悲
し
さ
で
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

単
に
生
き
る
と
い
う

だ
け
な
ら
ば
、
ど
ん
な

安
易
な
生
活
で
も
、
あ

る
程
度
は
生
き
て
い
け

ま
す
。
自
分
で
は
健
康

で
あ
る
と
思
っ
て
い
て

も
、
朝
か
ら
気
持
ち
よ

く
、
フ
ァ
イ
ト
に
満
ち

た
の
し
い
気
分
で
仕
事

に
打
ち
込
み
、
余
暇
に

は

レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

を
た
の
し
め
る
か
ら
だ
の
持
ち
主

で
あ
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は

な
さ
そ
う
で
す
。
姿
勢
は
惡
く
、

脂
肪
の
厚
い
腹
巻
を
し
、
元
気
の

な

い
、

ス
タ
ミ

ナ
不

足

の
人

が

多

い

の

が
実

状
で

は

な
い

で
し

ょ
う

か
。も

ち
ろ

ん
、

高

度
の

技
術

革
新

に
よ

る
経

済
成

長

な
ど
物

質

文
明

が
発
展

す

る
に

つ
れ

て
、

こ

の
よ

う

な
人

間

そ
害

。
健

康
そ

害

の
要

因

が
増

え
て

き

て
い

る

と
も

い
え

ま
す

が
、

だ
か
ら

と
い

っ
て

：
座

っ
て

天

命
を

待

つ
“

と
い

う
消

極

的

な
生

き
方

で

は
、
現

代

人

た
る

も

の
の

資
格

を
失

っ

た
も

の

と
い

わ

ざ
る

を
得

ま
せ

ん

。

失

わ
れ

て

い
く

人
間

の

統

一
性

中

心
勢
力

を

高
め

、
複

雑

な
現

代

の
社

会
を

生

き
ぬ

く

た
め

の
健

康

体
力

面

へ
の
配

慮

は
、

先

進
諸

国

の
当

面
す

る
緊

急

の
課

題

で
あ

り

そ
の

対
策

に
国

ぐ

る
み

で

と
り

組

ん
で

い

る
の

が
現

状
で

す

。
わ

が

ｍ

も

、
昭

和

三
十

九
年

十

二
月

、

。。国

民
の

健
康

・
体

力

増
強

対
策
：

の
閣

議
決

定

に
基

づ
き

、

①
保
健
・
栄
養
の
改
善

②
体
育
・
ス
ポ

ー
ツ

ー
レ
ク
リ

ェ
ー
ジ
ョ
ン
の
普
及

③
強
固
な
精
神
力
（
根
性
）
の

か
ん
養

の
三
つ
を
柱
と
し
、
関
係
諸
団
体

と
一
体
と
な
っ
て
、
具
体
的
な
推

進
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

が

。、体
力
つ
く
り
：

と
い
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
国
が
音
頭
を

と
っ
て
も
、
結
局
、
健
康
は
自
ら

が
勝
ち
と
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
決
し
て
日
常

生
活
と
は
別
の
烏
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
健
康
に
つ
い
て
の
過
信
と

小
心
を
戒
め
、
正
し
い
理
解
と
実

践
の
意
欲
を
失
わ
な
け
れ
ば
、
だ

れ
に
で
も
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。

簡
単
に
言
え
ば
、
現
代
人
の
欠
点

で
あ
る
栄
養
と
運
動
と
の
ア
ン
バ

一
フ
ン
ス
の
ひ
ず
み
を
是
正
す
る
た

め
、
栄
養
改
善
に
努
力
し
、
積
匯

的
に
活
発
な
身
体
運
動
を
と
り
入

れ
、
○
才
か
ら

て
づ
○
才
ま
で
の

ト
レ
土
一
ン
ダ
を
生
活
習
慎
に
ま

で
も
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

若
く
、
美
し
く
、
た
く
ま
し
・
い

か
ら
だ
は
、
人
間
一
生
の
な
に
よ

り
の
財
産
で
あ
り
、
社
会
繁
栄
の

原
動
力
と
な
る
も
の
で
す
。
た
の

し
い
家
庭
、
明
る
い
宋
来
を
築
く

た
め
に
、
一
歩
一
歩
：
体
力
つ
く

り
：

に
精
進
い
た
し
ま
し

ょ
う
。

食
生
活
改
善
で
成
入
病
ゼ
ロ

バ
ラ
ン
ス
と
れ
た
栄
養
を
…
…
…

：

病
は
口
か
ら
：

と
い
う
言
葉

は
本
来
、
消
化
器
罘
の
伝
染
病
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
食
物
の
清
潔
に

注
意
せ
よ
と
い
う
戒
め
で
す

が
、

も
っ
と
広
く
解
釈
す
れ
ば
、
健
康

を
支
え
る
栄
養
に
気
を
つ
け
る
こ

と
が
、
病
気
を
予
防
す
る
決
め
手

に
な
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

と
く
に
高
血
庄
、

心
臓
病
、
動
脈

硬
化
、

糖
尿
病
な
ど
、
成
人
病
と

呼
ば
れ
る
も
の
は
、
年
を
と
る
に

し
た
が
っ
て
か
か
る
と
い
う
よ
り

は
、
若
い
時
か
ら
の
生
活
態
度
い

か
ん
に
よ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

食
生
活
は
豊
か
に
な
っ
て
、
美

食
家
が
増
え
て
も
、
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
と
い
う
点
で
は
不
満
足
で
、

成
人
病
の
つ
け
入

る
危
険
性
を
多

分
に
も
っ
て
い
ま
す
。
い
た
ず
ら

に
栄
養
剤
、
強
壮
剤
を
追
い
か
け

る
こ
と
な
く
、
食
事
ご
と
に
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
献
立
て
を
つ
く
り

た
の
し
い
気
持
で
、
運
動
や
休
息

と
の
調
和
を
保
つ
生
活
を
送
れ
ば

ま
ず
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
あ
な

た
も
わ
た
し
も
、
六
群
の
食
品
群

か
ら
の
食
事
で
、
偏
食
を
治
し
、

味
つ
け
に
注
意
し
て
成
人
病
と
無

縁
の
か
ら
だ
を
つ
く
り
ま
し
よ
う

品食るなと準標

栄

養
改

善

の
具

体

策
は

次

に
示

し

た

六
群

の

食
品

を

、

一
日

当

り
そ

れ

ぞ
れ

の

分

量
を

標

準

と
し
て

食

べ

る

こ
と

で

す
。

こ

れ

に

よ

っ

て
、

必
要

な

カ
ロ
リ

ー
ば

か
り
・
で

な
く

、

た
ん

ぱ

く

質

、

ビ
タ

ミ

ン
、

、゙

ネ

ーブ
ル
の

完

全
な

充
足

が

得

ら

れ
ま

す

。
食

品

の
配

分

は
派

ば

つ
解

消

、

バ
ラ

ン

ス
が
た

い
せ

つ

で
す

。

籌　 簑 ‾ 品　 名 ’ ｊ 日 当 り の 分 量

il　 緑 黄 野 菜　　　　100 グ ラ ム

■　　- ㎜ 枷rWy㎜--　　　　　-aa 皿aa　皿a一番-¶-㎜
’　 そ の 他 の 野 菜　200　 々
2　

く だ も の　　　　100　 々

’’’　 肉　 類　　　　　10b　 々　　 ‾

べL　 卵　　　　　　　　50　 ク

；　 豆､ 大 豆 製 品　　　90　 ク

・ 穀　 類　　　　400　 々

誹　 い　 も　　　1　100　 々

・ 砂　 糖　　　　　30　 々

⑤ 牛 乳　:　180 々

･〃 〃J ■　　　　 －　－嵋 ‘　 油　 脂　　　:　　20　 々

あ な たに 屯恩給が ？

旧

軍

人

の

方

々

へ

旧
軍
人
に
対
す
る
加
筧

恩
給
は
昭
和

三
十
七
年
十

月
か
ら
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す

か
。
こ
の
制
度
を
知
ら
な

い
た
め
、
ま
だ
手
読
き
を

し
な
い
方
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
請
求
期
限
は

昭
和
四
十
四
年
九
月
三
十

日
で
、
そ
の
後
は
時
効
と

な
り
、
権
利
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
早
目
に

：
軍

歴
申
立
書
。
に

」
戸
籍
抄

本
：

を
添
え
て

’扇

見
町

役
場
住
民
福
祉
係
。。
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
現
在
恩
給
を
受
け
て
い

る
方
の
恩
給
の
請
求
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
く

だ
さ
い
。

記
戦
時
中
軍
に
勤
務
し
た
場
合
、

一
か
月
に
つ
き
一
か
月
か
ら
三
か

月
（
時
期
と
戦
地
の
地
域
に
よ
っ

て
異
る
）
加
算
さ
れ
、
下
士
官
以

下
で
十
二
年
、
将
枚
で
十
三
年
に

達
す
れ
ば
恩
給

が
支
給
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
ビ
ル
マ
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
三
年
勤
務
し
た
下
士
官
以

上
の
軍
人
は
加
算
が
九
年
で
、
合

せ
て
十
二
年
と
な
り

、
恩
給
権
が

生
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た

海
外
に
抑
留
さ
れ
て
帰
還
さ
れ
た

旧
軍
人

に
つ
い
て
も
抑
留
一
か
月

に
つ
き
、
一
か
月

が
加
算
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

3
4の
特
典
…
…
ｔ
目
色
申
告
を
ど
う

ぞ

（

住
　

民
　

課
）

国
見
町
の
所
得
税
の
青
色
申
告

者
数
は
、
現
在
納
税
者
の
6
2
パ
ー

セ
ン
ト
に
達
し
ま
し
た
が
、
ま
だ

か
な
り
の
人
達
が
青
色
申
告
を
し

て
い
ま
せ
ん
。

青
色
申
告
は
、
単
に
税
金
の
面

で
有
利
な
だ
け
で
な
く
、
そ
の
も

と
と
な
る
記
帳
に
よ
っ
て
、い
事
業

の
状
態
が
よ
く
わ
か
り
、
経
営

の

合
理
化
に
役
立
つ
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。
青
色
申
告
の
特
典
と
し
て

①
　
青
色
専
従
者
給
与
の
金
額
が

必

要
経
費
と
な
る
。（
た
だ
し
、

税
務
署
に
あ
ら
か
じ
め
届
出
た

金
額
の
範
囲
で
る
こ
と
）

⑧
　
掛
売
金
の
貸
倒
れ
や
使
用
人

の
退
職
金
の
支
給
に
備
え
て
、

一
定
の
金
額
を
必
要
経
費
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

⑧
　
申
告
し
た
所
得
額
や
税
額
を

税
務
署
で
更
正
す
る
と
き
は
、

原
則
と
し
て
帳
簿
書
類
を
調
査

し
た
う
え
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
。

な
ど
三
十
四
の
特
典
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

四
十
四
年
か
ら
青
色
申
告
を
し

た
い
方
は
、
四
十
四
年
三
月
十
五

日
ま
で
税
務
署
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。（

福
島
税
務
署
）

毎
月
五
日
、
十
五
日
、
二
十
五

日
は
、「
税
の
相
談
日
」
で
す
。
大

い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ス
キ
ジ
は
と
ら
れ
ま
せ
ん
夕

昭
和
三
にヤ
ハ
年
以
来
捕
獲
を
禁

止
さ
れ
て
い
た
メ
ス
キ
ジ
に
つ
い

て
は
、
十
月
二
十
二
日
付
農
林
省

告

示
第
一
六
三
六
号
を
も
っ
て
、

昭
和
四
十
八
年
十
月
三
十
一
月
ま

で
継
続
捕
獲
を
禁
止
さ
れ
ま
し
た

の
で
ご
了
承
の
上
違
反
行
為
等
の

な
い
よ
う
注
意
願
い
ま
す
。

（
産
業

課
）

部
落
長
さ
ん

班
　
長
さ
ん

に
お
願
い

レ

」
の
館
報
に
は
、
特
に
急
を

要
す
る
こ
と
が
載
せ
て
あ
り
ま

す
の
で
、
お
手
も
と
に
届
い
た

ら
す
ぐ
各
戸
へ
配
っ
て
く
だ
さ

い
。廻

覧
板
に
は
さ
ん
で
「
一
枚

づ
つ
お
取
り
く
だ
さ
い
」
式
の

や
り
方
は
や
め
て
お
手
数
で
も

一
走
り
直
接
お
配
り
願
い
ま
す

総
　

務
　
踝

”
健
康

検

査
を

受
け

よ

う

”

自

信

を

つ

け

る

故

障

を

見

つ
ヽ
け

る

ど
ん
な
に
正
確
に
動
き
つ
づ
け

る
機
械
で
も
、
時
に
は
検
査
を
し

て
故
障
の
有
無
を
し
ら
べ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
、
人
間
の

か
ら
だ
は
、
食
物
を
燃
料
と
し
て

一
生
働
き
つ
づ
け
る
精
密
機
械
に

も
た
と
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
、

酷
使
し
過
ぎ
た
り
、
い
い
か
げ
ん

な
動
か
し
方
を
す
る
と
、
ち
よ
っ

と
し

た
故
障
（
病
気
）
で
も
、

と

ん
だ
：
命
と
り
：

に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
人
間
だ
れ
し
も
、
病
気
に

か
か
り
た
く
な
い
と
い
う
願
い
と

と
も
に
、
病
気
に
な
っ
た
ら
と
の

不
安
を
も
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

自
分
の
か
ら
だ
に
つ
い
て
い
つ
も

半
信
半
疑
の
状
態
で
い
る
こ
と
は

い
け
な
い
こ
と
で
す
。
年
に
少
く

と
も
二
回
は
、
信
頼
で
き
る
医
師

の
健
康
検
査
を
う
け
（
体
カ
テ
ス

卜
を
含
む
）
、
治
療
す
べ
き
と
こ
ろ

は
早
め
に
治
し
、
異
常
が
な
け
れ

ば
、
自
信
を
も
っ
て
マ
イ
ペ
ー
ス

の
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
自
分
の
か
ら

だ
の
長
所
短
所
を
よ
く
わ
き
ま
え

て
、
健
康
処
方
を
忠
失
に
守
り
、

じ
ょ
う
ぶ
で
長
生
き
す
る
た
め
に

も
、
健
康
検
査
は
必
ず
受
け
ま
し

根
性
を
も
っ
て

生

活
し

よ

う

早
起
き
し
て
散
歩
し
た
り
、
体

操
を
す
る
習
慣
の
人
に
と
っ
て
は

そ
の
こ
と
は
少
し
も
苦
痛
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
か
が
早
起
き
や
体

操
な
ど
と
思
っ
て
も
、
い
ざ
毎
日

実
行
し
よ
う
と
な
る
と
、
な
か
な

か
む
ず
か
し
い
も
の
で
す
。
と
か

く

：
あ
き
ら
め
：

の
方

が
先
に
立

っ
て
、
よ
ほ
ど
の
根
気

と
強
い
意

志
力
が
な
い
と
つ
づ
け
ら
れ
ま
せ

ん
。張

り
の
あ
る
健

生

活
を
送
る

た
め
に
は
、
食
事
の
と
り
方
、
休

息
の
仕
方
、
運
動
の
や
り
方
、
健

康
検
査
な
ど
、
健
康

に
関
す
る
い

ろ
い
ろ
の
事
柄
を
、
毎
日
の
生
活

の
な
か
で
、
意
識
し
、
理
解
し
、

強
い
意
志
の
力
で
実
行
し
、
習
慣

づ
け
る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
習
慣
化
で
き
る
か

ど
う
か
が
、
バ
ラ
色
の
健
康
へ
の

道
の
別
れ
目
に
な
る
と
い
っ
て
も

よ
い
で
し

ょ
う
、
極
端
に
い
え
ば

朝
、
歯
を
み
が
き
、
顔
を
洗
う
く

ら
い
ま
で

が
同

匸
ツ
イ

ン
で
、
そ

れ
か
ら
先
は
健
康
、
体
力
の
格
差

は
開
く
ば
か
り
で
す
。
富
士
の
山

も
第
一
歩
か
ら
で
す
。
若
く
た
く

ま
し
い
か
ら
だ
つ
く
り
に
楔
性
を

お
忘
れ
な
く
。

”
簡
単
な
職
場
体
操
を
”

ぜ
ひ
実
行
し
た
い
農
民
体
操

運
動
不
足
を
補
い
、
か
た
よ
っ

た
部
位
の
疲
れ
を
と
り
、
気
分
転

換
を
し
て

、
か
ら
だ
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
よ
く
し
、
仕
事
の
能
率

を
高
め
る
の
に
職
場
体
操
は
役
立

ち
ま
す
。
休
憩
時
間
に
、
職
場
の

環
境
、
自
分
の
体
力
に
応
じ
、
た

め

し
い

ム
ー
ド
で
行
な
っ
て
く
だ

さ
い
。
い
ま
農
協
で
勧
め
て
い
る

農
民
体
操
も
そ
の
一
つ
で
す
。
自

分
の
た
め
に
、
家
族
の
た
め
に
、

き

ょ
う
た
だ
い
ま
か
ら
実
行
し
ま

し
い
う
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
十
月
中
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　
敬
称
略
す
）

出
生
日
　

氏
　
　
　

名
　
親
の
名
と
続
柄

喃
’住
　
所

９
、
2
0
　小
林
　
昌
代
　
　

一
正
の
長
女

’
西
大
枝
原
町
二
八

々
2
5
　
斎
藤
　
純
子
　
　

勝
美
の
長
女
　
小
坂
　
上
前
田
九

″
2
5
　
村
上
　
　

彰
　
　

久
夫
の
三
男
　
山
崎
　
沢
田
八
の
八

″
2
6
　
佐
野
　
勝
枝
　
　

伊
勢
夫
長
女
　
徳
江
　

佐
野
台
十
六

″
2
6
　
鴨
田
　
信
子
　
　

文
男
の
長
女
　
ふ
坂
　
小
坂
三
十
五

々
2
8
　
吉
田
美
和
子
　
　

隆
夫
の
二
女
　
森
山
　
東
新
旧
五
十

ヶ
2
8
　
佐
藤
　
光
子
　
　

長
喜
の
長
女
　
石
母
田
芳
田
六
十

1
0、１
　

阿
部
　
　

裕
　
　

忠
一
の
長
男
　
泉
田
　

畔
田
九

ク

２
　

佐
久
間
吉
行
　
　

伝
吉
の
長
男
　
泉
田
堰
下
三
十
九
の
一

々

３
　

斎
藤
　
　

功
　
　

将
夫
の
長
男
　
小
坂
　

カ
ニ
坂
三
十
三

夕

８
　

内
村
　
　

勉
　
　

陽
輔
の
長
男
　
藤
田
　
滑
沢
一
、
十
七

々

８
　

石
川
　

祐
谷
　
　

豪
谷
の
二
男
　
藤
田
　

南
六
十
八
の
七

々

９
　

矢
坂
　
眞
一
　
　

圀
眞
の
長
男
　
石
毋
田
台
二
十
三

夕
1
0
　
赤
間
　
秀
雄
　
　

良
昭
の
二
男
　
大
杰
尸
高
橋
四

ク

巧
　

斎
藤
　
洋
子
　
　

信
男
の
長
女
　
藤
田
　
太
子
堂
四
半
五

″
2
4
　
佐
久
間

由
美
　
　

正
栄
の
長
女
　
塚
野
目
金
屋
六

家
庭
裁
判
所
の
調
停
相
談
会

日
時
　
十
二
月
六
日
（
金
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時

場
所
　
藤
田
小
学
校
礼
法
室

主
催
　
福
島
調
停
協
会

右
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で

ご
希
望
の
方
は
ご
え
ん
り
ょ
な

く
ご
利
用
く
だ
さ
い

ル
ー
ル
を
守
っ
て

明

る

い
選
挙

「
勝
て
ば
官
軍
」
　「
勝
つ
た
め

に
は
手
段
を
選
ば
ず
」
…

…
…
な

ん
と
い
や
な
言
葉
で
し
ょ
う
。

選
挙
は
明
る
い
国
見
町
を
つ
く

り
、
町
民
の
幸
せ
を
呼
ぶ
た
め
の

一
手
段
で
す
。
哄
補
者
は
互
い
に

政
見
を
述
べ
合
い
、
運
動
員
は
ル

ー
ル
に
従
っ
て
大
い
に
Ｐ
Ｒ
に
努

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
、
し
か
し

何
と
い
っ
て
も
選
挙
の
主
役
は
町

民
で
あ
り
、
有
権
者
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
あ
く
ま
で

も
泰
然
自
若
、
あ
ら
ゆ
る
不
安
と

誘
惑
に
打
ち
克
つ
自
信
と
自
覚
を

も
っ
て
、
冷
静
に
対
処
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

明
る
く
正
し
い

選
挙
の
誓
い

わ
た
く
し
た
ち
は
国
見
町
の

し
あ
わ
せ
と
名
誉
の
た
め
に

次
の
こ
と
を
実
行
し
ま
す

一
、
候
補
者
や
運
動
員
か
ら
金

品
や
酒
食
は

ぜ
っ
た
い
受
け

ま
せ
ん

一
、
戸
別
訪
問
は
か
た
く
お
こ

と
わ
り
し
ま
す

一
、
義
理
人
情
を
捨
て
、
町
の

た
め
に
な
る
と
信

ず
る
人
に

投
票
し
ま
す

一
、
選
挙
の
自
由
と
公
正
を
保

つ
た
め
、
個
人
の
秘
密
を
守

り
ま
す

国
見
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議

会国
見
町
明
る
く
正
し
い
選
挙

推
　

進
　

協
　

謳
　

会

国
　
見
　

町
　
公
　
民
　
館

訂
　

正

一
面
　

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

誤
　

九
月
　
　
　

正
　

十
月

（
ｔ
）
　清
く
　
明
る
く
　
正
し
い
選
挙
　
　
　
　

自
由
・
公
正
・
秘
密
で
守
ろ
う
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